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11
月
24
日
か
ら
26
日
の
二
泊

三
日
で
二
年
生
（
グ
ロ
ー
バ
ル

専
攻
を
除
く
）
が
山
形
県
内
を

巡
る
修
学
旅
行
を
行
っ
た
。

　

現
三
年
生
は
入
学
時
に
関
西

と
ハ
ワ
イ
の
二
方
面
か
ら
選
択

し
て
の
修
学
旅
行
を
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
為
中
止
と
な
っ
た
経

緯
も
あ
り
、
現
二
年
生
に
関
し

て
も
実
施
が
心
配
さ
れ
た
。
修

学
旅
行
は
個
人
旅
行
と
異
な
り
、

一
年
以
上
前
か
ら
準
備
を
行
う

必
要
が
あ
り
実
施
時
の
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
が
予
測
困
難
な
事
、

そ
し
て
家
族
が
県
外
で
修
学
旅

行
を
行
っ
た
場
合
に
保
護
者
の

仕
事
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ

る
事
等
、
実
施
に
は
多
く
の
困

難
が
予
想
さ
れ
た
が
、
学
年
の

先
生
方
や
、
旅
行
者
の
方
々
の

苦
労
が
報
わ
れ
、
無
事
に
実
施

へ
漕
ぎ
着
け
る
事
が
出
来
た
。

　

県
内
実
施
で
の
修
学
旅
行
と

言
う
こ
と
に
も
様
々
な
意
見
が

あ
っ
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
見

れ
ば
大
い
に
楽
し
め
た
三
日
間

と
な
り
、
十
分
に
知
っ
て
い
る

筈
の
県
内
で
も
多
く
の
「
再
発

見
」
を
す
る
事
が
出
来
た
。

　

修
学
旅
行
最
初
の
行
程
は

松
尾
芭
蕉
が
「
五
月
雨
を
集
め

て
は
や
し
最
上
川
」
と
詠
み
、

日
本
三
大
急
流
と
し
数
え
ら
れ

て
い
る
最
上
川
を
舟
で
楽
し
む

最
上
川
舟
下
り
で
あ
る
。
ク
ラ

ス
毎
に
分
か
れ
て
乗
船
し
舟
下

り
が
始
ま
っ
た
。

　

船
内
で
は
船
頭
さ
ん
と
一
緒

に
最
上
川
舟
唄
を
歌
っ
て
盛
り

上
が
り
、
皆
さ
ん
が
良
く
知
る

「
お
し
ん
」
で
も
撮
影
に
使
わ

れ
た
、
船
窓
か
ら
覗
く
滝
や
紅

葉
な
ど
自
然
豊
か
で
風
光
明
媚

な
光
景
を
楽
し
ん
だ
。

　

い
つ
も
見
慣
れ
た
車
道
を
走

る
車
か
ら
見
る
光
景
と
異
な
り

趣
の
あ
る
美
し
い
景
色
を
楽
し

む
事
が
で
き
た
。

　

二
組
総
合
進
学　

小
沼
梨
子

　

修
学
旅
行
二
日
目
は
コ
ー
ス

専
攻
別
の
見
学
で
あ
る
が
、
食

育
調
理
科
は
初
日
に
宿
泊
し
た

山
形
国
際
ホ
テ
ル
の
料
理
長
か

ら
講
話
を
し
て
頂
い
た
。

　

今
と
昔
の
調
理
場
器
具
の
変

化
や
調
理
の
世
界
の
話
を
聴
い

た
り
、
庄
内
は
と
て
も
良
い
食

材
が
豊
富
だ
と
聴
い
た
。

　

ま
た
、
オ
ム
レ
ツ
の
火
加
減

巻
き
方
の
コ
ツ
や
、
ト
マ
ト
の

飾
り
切
り
の
コ
ツ
を
伺
い
、
調

理
科
と
し
て
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

一
組
食
育
調
理　

守
屋
来
美

　

二
日
目
の
11
月
25
日
、
総
合

進
学
専
攻
と
Ｚ
進
学
専
攻
の
三

ク
ラ
ス
が
亀
岡
文
殊
に
行
き
、

合
格
祈
願
を
行
っ
た
。
奈
良
県

の
安
倍
文
殊
院
、
京
都
府
の
知

恩
寺
と
と
も
に
日
本
三
文
殊
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
亀
岡
文
殊

は
知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
文
殊
菩

薩
を
祀
っ
て
い
る
。
多
く
の
生

徒
が
来
年
受
験
を
控
え
て
い
る

た
め
、
ご
祈
祷
を
受
け
た
知
恵

の
鉛
筆
を
買
っ
た
り
試
験
合
格

や
学
徳
成
就
の
お
守
り
を
買
っ

た
り
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
し

た
。
さ
ら
に
、
お
堂
の
裏
側
の

右
奥
に
は
利
根
水
と
呼
ば
れ
る

知
恵
の
水
が
流
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
そ
の
水
を
一
口
飲
ん
で
文

殊
様
か
ら
知
恵
を
授
か
っ
て
い

る
生
徒
も
多
く
い
た
。
ご
祈
祷

が
終
わ
っ
た
後
は
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
に
乗
車
し
、
ガ
イ
ド
さ
ん

か
ら
各
停
車
駅
や
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
の
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
荒
砥
駅
か
ら
赤

　

修
学
旅
行
一
日
目
、
舟
下
り

と
昼
食
後
山
寺
に
移
動
し
た
。

山
寺
は
宝
珠
山
立
石
寺
と
い
い
、

松
尾
芭
蕉
の
有
名
な
句
「
閑
さ

や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声｣

を

詠
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。

　

天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ

た
が
傘
を
さ
し
て
山
門
ま
で
登

り
、
そ
の
後
は
奥
の
院
ま
で
登

る
人
と
下
る
人
で
分
か
れ
自
由

散
策
を
し
た
。

　

山
頂
に
は
雪
が
降
っ
て
お
り
、

一
足
先
に
迎
え
た
幻
想
的
な
雪

景
色
を
楽
し
み
、
下
山
後
の
バ

ス
車
内
で
は
酒
南
カ
ッ
プ
俳
句

大
会
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
　

二
組　

観
光　

工
藤
愛
華

　

二
日
目
の
宿
舎
と
し
て
選
ば

れ
た
の
は
尾
花
沢
市
に
あ
る
銀

山
温
泉
。
山
道
を
少
し
上
り
、

緩
や
か
な
坂
を
下
る
と
間
も
な

く
見
え
て
く
る
小
さ
な
谷
間
に

あ
る
温
泉
街
だ
。

　

泊
ま
っ
た
旅
館
は
温
泉
街
の

上
に
位
置
す
る
銀
山
荘
。
各
部

屋
に
は
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
、

景
色
の
綺
麗
な
露
天
風
呂
が
完

備
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
階
に

あ
る
大
浴
場
は
広
く
の
び
の
び

と
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。
夕

食
も
山
形
県
産
の
食
材
が
贅
沢

に
使
わ
れ
て
お
り
、
十
分
に
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
銀
山
温
泉
に
つ
い
て

県
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

銀
山
温
泉
の
始
ま
り
は
、
慶
長

年
間
（1596

年
～1615

年
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
銀
山
」

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
初
期
に
栄
え
、
最

盛
期
に
は
日
本
三
大
銀
山
に
も

数
え
ら
れ
た
延
沢
銀
山
で
あ
る
。

江
戸
中
期
に
な
る
と
産
出
量
が

落
ち
、
銀
山
は
事
実
上
閉
山
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
温
泉
地
と

し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

三
組
総
進　

工
藤
日
向
果

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

桜
佳

１１/２４

（水）

学校⇒古口港⇒最上川峡船下り遊覧船～草薙港

　　　⇒ニューグランドホテル新庄（昼食）　　

　　　　　　⇒新庄ＩＣ⇒大石田村山ＩＣ　

　　　　　　⇒山寺：酒南カップ俳句大会⇒山形宿舎

クラス／コース別研修

銀山温泉宿舎　⇒　七右エ門窯（陶芸体験）　⇒　チェリーランドさがえ

　　　　　　　　　　　　　　　⇒　西川ＩＣ　⇒　鶴岡ＩＣ　⇒　加茂水族館　⇒　解散

食育調理コース
　山形国際ホテル料理長講話⇒木村観光果樹園りんご狩り
　　　　　　　　　　　⇒あずま屋（昼食）⇒銀山温泉宿舎
観光地域創生専攻
　ＪＴＢ山形支店⇒米沢伝統工芸体験（米沢刺繍など）
　　　　　⇒　モントビュー米沢（昼食）⇒銀山温泉宿舎
総合進学専攻・特別進学コース
　亀岡文珠（合格祈願）⇒荒砥線～フラワー長井線貸切運行
　　　　～赤湯駅　⇒　あずま屋（昼食）⇒銀山温泉宿舎
キャリアデザイン専攻
　愛の武将隊とめぐる上杉神社⇒モントビュー米沢（昼食）
　⇒　米沢伝統工芸体験（米沢刺繍など）⇒銀山温泉宿舎

宿泊：山形国際ホテル

（全館貸切）

宿泊：仙峡の宿 銀山荘

（全館貸切）

１１/２５

（木）

１１/２６

（金）

～令和３年度修学旅行～

心
も
か
ら
だ
も
温
ま
る
！

　

～
銀
山
温
泉
～

最
上
川
舟
下
り

山
形
国
際
ホ
テ
ル

　
　
　

料
理
長
講
話

亀
岡
文
殊
合
格
祈
願

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
貸
切

伝
統
工
芸
体
験

　
　

笹
野
一
刀
彫
お
鷹
ぽ
っ
ぽ

上
杉
神
社

酒
南
カ
ッ
プ

　
　
　

俳
句
大
会

山形の魅力

　

山
形
観
光
ホ
テ
ル
料
理
長
の

お
話
を
伺
っ
た
後
、
木
村
観
光

果
樹
園
に
移
動
し
、
り
ん
ご
狩

り
を
行
っ
た
。

　

雨
が
降
る
中
で
は
あ
っ
た
が

様
々
な
品
種
の
中
か
ら
自
分
が

食
べ
て
み
た
い
リ
ン
ゴ
を
選
び

思
う
存
分
食
べ
る
こ
と
が
出
来

た
。
ま
た
一
個
限
定
で
は
あ
る

が
好
き
な
リ
ン
ゴ
を
持
ち
帰
る

事
も
で
き
、
各
々
が
気
に
入
っ

た
リ
ン
ゴ
を
厳
選
し
持
ち
帰
っ

て
い
た
。

　

一
組
食
育
調
理　

松
浦
真
優

　

修
学
旅
行
最
終
日
、
陶
芸
教

室
の
た
め
山
形
市
に
あ
る
七
右

エ
門
窯
を
訪
れ
た
。
七
右
エ
門

窯
は
二
百
年
の
伝
統
を
誇
る
平

清
水
焼
の
窯
元
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

　

個
性
溢
れ
る
茶
碗
、
置
物
、

皿
、
湯
呑
、
丼
等
々
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
わ
せ
た
作
り
方
で
粘
土

か
ら
造
形
し
、
仕
上
げ
に
葉
や

ス
タ
ン
プ
等
の
道
具
を
使
っ
て

模
様
を
つ
け
た
。

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
で
焼
き
上
げ
た
作
品
は

よ
り
一
層
愛
着
を
持
っ
て
使
う

こ
と
が
出
来
そ
う
だ
。

　

四
組
キ
ャ
リ
ア　

德
安
翔
那

　

観
光
地
域
創
生
と
キ
ャ
リ
ア

の
生
徒
が
米
沢
市
南
部
の
笹
野

地
区
で
笹
野
一
刀
彫
を
訪
問
し

た
。

　

お
鷹
ぽ
っ
ぽ
は
千
年
以
上
の

伝
統
が
あ
る
魔
除
け
や
商
売
繁

盛
の
縁
起
物
で
あ
る
。

　

「
ぽ
っ
ぽ
」
と
は
ア
イ
ヌ
の

言
葉
で
玩
具
（
お
も
ち
ゃ
）
を

意
味
し
米
沢
藩
主
の
上
杉
鷹
山

が
産
業
振
興
策
の
一
環
で
農
民

の
副
業
と
し
て
推
奨
し
た
。
コ

　

修
学
旅
行
二
日
目
、
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
生
徒
が
米

沢
市
の
上
杉
神
社
を
訪
問
し
た
。

上
杉
神
社
は
藩
祖
で
あ
る
上
杉

謙
信
を
祀
る
神
社
で
あ
る
。

　

地
元
観
光
協
会
の
方
々
が
兜

や
鎧
、
太
刀
を
身
に
纏
い
武
士

に
な
り
き
っ
て
殺
陣
（
た
て
）

を
披
露
し
て
く
れ
た
。
言
葉
遣

い
や
雰
囲
気
も
当
時
の
も
の
を

再
現
し
て
お
り
、
と
て
も
迫
力

あ
る
殺
陣
を
皆
が
楽
し
ん
だ
。

酒
南
の
生
徒
も
ひ
と
り
殺
陣
に

参
加
さ
せ
て
貰
っ
た
が
、
き
っ

と
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
事
だ

ろ
う
。

六
組
キ
ャ
リ
ア　

五
十
嵐
崚
雅

木
村
観
光
果
樹
園

　
　
　

リ
ン
ゴ
狩
り

愛
の
武
将
隊
と
巡
る

湯
駅
ま
で
の
約
一
時
間
の
貸
切

運
行
を
楽
し
ん
だ
。

　

七
組　

特
進
Ｚ　

阿
部
汐
音　

七
右
エ
門
窯

　
　
　
　

陶
芸
教
室

シ
ア
ブ
ラ
の
丸
太
か
ら
サ
ル
キ

リ
と
呼
ば
れ
る
刃
物
で
削
り
出

し
た
後
、
絵
付
け
を
行
う
。
今

回
は
職
人
さ
ん
が
削
り
出
し
た

も
の
に
絵
付
け
体
験
を
行
っ
た

が
、
他
に
も
鶏
や
、
セ
キ
レ
イ
、

フ
ク
ロ
ウ
な
ど
も
あ
っ
た
。

　

五
組
キ
ャ
リ
ア　

冨
樫
茅
羽


